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トップマネジメントで対話による協働のまちづくり

西原　茂樹 にしはら　しげき

MIJBC(Made in Japan by China)センター　理事長



略歴

著書・論文等

○

取組の内容

客観日本（国立研究開発法人　科学技術振興機構）毎月掲載

トップマネジメントで対話による協働のまちづくり

市長時代に始めた「対話」を通じた組織・ひとづくりを国内外に広げる活動をしています。特に、自治体トップとの信頼関
係の中で、トップ同士の対話の場づくりや、国や広域でのプラットフォーム支援などをしています。

＜具体的な活動＞
〇近隣5市長とのclubhouseを毎週土曜日1時間枠で主宰
　　市長同士の情報交換や著名人をゲストに招いての情報発信などを公開で行っており好評です。

○MIJBC（Made in Japan by China） センター理事長
　　中国との交流を通じて、両国の地方と中小企業の活性化を目指して活動しています。

〇一般社団法人　日本承継寄付協会顧問
　　遺贈寄付を通じて、思いやりが循環する社会の実現を目指します。

○文部科学省委託事業「ユネスコ未来共創プラットフォー ム事業」
　　コアメンバー・運営協議会・選考委員、静岡地区での推進役を務めます。

○国立研究開発法人　科学技術振興機構　中国総合研究さくらサイエンスセンター
　　日本・アジア青少年サイエンス交流事業　評価・推進委員会　委員

〇三島市職員研修

〇静岡大学、全国市町村国際文化研修所講師、国立研究開発法人科学技術振興機構講師、
　一般財団法人海外産業人材育成協会海外企業トップ研修

○1977年　金沢大学工学部土木工学科卒業

○1977年　ドリコ株式会社（水処理・環境関連企業）

○1989年　相良町議会議員、静岡県議会議員　4期
　富士山静岡空港建設推進、　御前崎港整備促進・牧之原インター・御前崎金谷連絡道路の計画推進に注力！
　ビタミンの日制定企画総合プロデュース（SBS静岡新聞と連携・鈴木梅太郎博士の縁）

○2005年　牧之原市長就任　3期
　スズキ株式会社相良工場誘致、中里工業団地整備、牧之原インターチェンジ開発会社の清算、榛原総合病院の
　再建で徳洲会に指定管理移行、対話による協働のまちづくり（市民ファシリテーター養成）、まち・ひと・しごと創生総
　合戦略を全国で最初に策定（石破大臣・増田寛也氏から評価）、市内の高校と連携した「地域リーダー育成事業」
　（文科省モデル事業）、MIJBCを提案し中国と日本地方政府・中小企業との経済交流促進（現在理事長）。
　対話による協働のまちづくりの手法で策定（自治基本条例、津波防災まちづくり計画、公共施設マネジメント、小学
　校廃校問題、配水池建設計画、原発を中電と市民が話し合う対話の場、など多数）

　　　　高校生地域リーダー育成事業
自治体国際化協会（CLAIR）による

中国福建省での講演会



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

（市長退任後）

＜国内＞
　・静岡市高等教育ありかた懇談会（ファシリテーター）として意見集約支援。
　・静岡放送SBSでレギュラーコメンテーターを務めました。
　・静岡大学人文科学部で「地方自治」などの講師を務めました。
　・ユネスコ未来共創プラットフォーム静岡の設立を支援。

＜中国＞
　寧波市、上海市、山西省（威海市）、徐州市、広州市、杭州市、などにおいてMIJBCや対話による
　組織作り人づくりについて講演。福建省福州市において、一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）
　による事業の講師。

一貫して市民主体の「対話による協働のまちづくり」を掲げ、「対話の場」によって、市民が主体であることを市
民が実感でき、やる気が起きる仕組みを構築しました。さらに、「対話の場」が一部の市民だけに偏ることのな
いよう、連合自治会と積極的に協働するとともに、プロではなく市民が自ら会議の進行・運営を担うことができ
るよう、市民ファシリテーターの育成に注力しました。

民間企業から県議会議員や市長を通じて経験したこと、それは「対話」です。企業でも、役所でも、自治会
でも、人の課題に耳を傾けて、学んで、気づいて、共感して、初めて「やる気」が起きます。「やる気」を起こす
市長・社長・リーダーのトップマネジメントこそがいま求められています。



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

○ 6次産業化 ○ 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

○ 経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 ○ 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

○ 地場産品発掘・販路開拓 ○ 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 ○ 分散型エネルギーシステム

○ 地域中核企業等の支援 その他

その他

その他 ○ その他

地域交通 ○ 地球温暖化対策

集落機能の確保 ○ 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 ○ インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 ○ DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 人材研修

地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

その他 ○ その他

働き方改革 ふるさと教育

子どもの貧困対策 ○ 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

○ 官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

○ 自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR

○ 財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

○ 住民参加 その他

その他

メールアドレス nishiha3〔アットマーク〕i.softbank.jp

NISHIHARA-SHIGEKI.com https://nishihara-shigeki.com

西原しげきドットネット（旧ホームページ） http://nishihara-shigeki.com/archive

西原茂樹フェイスブック https://www.facebook.com/shigeki.nishihara.73


